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当社連結子会社における AI を利用した 

航空宇宙関連技術開発事業への取り組みについて 

 

 当社の連結子会社である株式会社バニヤンズ（本社：神戸市 代表取締役社長 稲村直

樹、以下「バニヤンズ」）は、国の航空宇宙関連技術開発事業の一つである「成層圏から

海上をリモートセンシングする実証実験事業」（以下「本事業」）に、昨年12月から参画

し、これまでに本事業の要件定義が完了しています。今後、バニヤンズはEO/IR及びSARセ

ンサで収集した画像を、AIを使って解析した一連のシステム設計・開発とその実証実験を

進める見込みです。(EO/IR及びSARセンサとは、地球観測やリモートセンシングに使用さ

れるセンサです。EO/IRセンサは可視光や赤外線を検出し、SARセンサはマイクロ波を照

射・受信して地表面の状態を観測します。)  

当社は、バニヤンズを2024年12月19日に持分法適用関連会社化、2025年２月20日に子会

社化することについて開示しておりますが、その後、一般投資家より複数のお問い合わせ

を頂いておりますため、同社の航空宇宙分野への取り組みについてご案内させていただき

ます。 

 

 本事業に関しては、バニヤンズの前身となる株式会社バニヤン・パートナーズが８

年前に国交省からの公募案件に参画し、空に浮かぶ雲を自社開発の IoT 天球カメラと

AI で画像解析し、海上気象観測における雲の観測を自動化するシステムや「くもろぐ」

等の気象アプリを開発した技術が基盤となっております。その後、雲の動きの予想と

太陽光の照射量から、地点日射量を 90％以上の正解率で予測し、太陽光発電の発電効

率を上げる事業や電力託送事業を展開してきたことが評価され、今日までこの分野に

おける第一人者として取り組みを行ってまいりました。 

 本事業は、地上から 20km の高度からの様々なセンシングデータ（可視光、赤外線、

レーダー等）を複合的に AI で解析します。これらの技術は今後、様々な分野での用途



開発の機会を持っています。当初は５ヵ年計画で行いますが、更に追加の技術開発予

算もたてられており、バニヤンズとしての航空宇宙関連技術開発事業への取り組みを

進めてまいります。これらの受注による当社グループの今期業績予想に対する影響は、

現時点では軽微でありますが、今後開示すべき事項が発生しましたら、改めてお知ら

せいたします。 

 

 バニヤンズは、同社の主たるサービスであるコンサルティング事業においては、ク

ライアントの事業企画段階から参画し、IoT、AI、Web 開発技術等の最新技術を持って

事業を拡大してきました。国内大手製パン事業者が展開する DX による業務効率化の支

援、政令指定都市市役所からは、ローコードツールによる業務改革事業を継続して受

注しております。航空宇宙分野においては、前述の成層圏からのリモートセンシング

事業の実証実験事業の他に、HAPS（High Altitude Platform Station：高高度プラッ

トフォーム基地局）の通信インフラの実証実験プロジェクトや人口衛星と地上との光

通信事業のための通信空間設計のためのプロジェクトなどにも継続して参画しており、

宇宙、航空科学分野に特化した AI 画像開発という強みを持って今後も本事業を推進し

てまいります。 
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